
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年
度

（繰越）
計

円 円 円 円 円 円

事業費 65,880,000 65,880,000

交付金額 61,855,000 61,855,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【補助事業の成果及び評価】
　安全に消化活動ができる環境の維持について、定期的な点検を行ってお
り、車両購入後１年間の故障回数について、０件（故障等なし）であるこ
とから、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
　　１）ＦＭくめじまからの住民へ放送
　　２）町ホームページ及び広報誌「くめじま」に掲載
　　３）車両へのシールの貼り付けによる周知

事　　業　　評　　価　　書

大型水槽車購入

久米島町長

久米島町字嘉手苅地内（久米島町消防本部）

久米島町の大型水槽車は、町内で発生する火災の消火活動に使用してい
るが、車両購入から約２０年が経過しており、タンクの水漏れや車体の
腐食等、経年劣化による不具合が多発しているため、緊急車両としての
安全性が確保できず消火活動に支障を来す恐れがある。このことから、
本事業により大型水槽車を更新することで、安全に消火活動ができる環
境を維持する。
（参考指標）・年間修繕件数：０件（過去の修繕件数：１４件）

大型水槽車（備品購入）　一台

平成29年度（繰越）

事 業 費 及 び 交 付 金 額

今後、定期的な点検及び整備をすることにより維持管理に心掛
け、緊急時の対応に備える。

　　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 12,290,076 12,290,076

交付金額 12,290,000 12,290,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

今後、定期的な点検及び整備をすることにより維持管理を心掛
け、利用者の安全運行、利便性を確保する。

無

【補助事業の成果及び評価】
　本事業後、購入した路線バスの稼働状況を確認した結果、不具合などは
見受けられず安定的な運用に繋がっており、交通環境の維持を図ることが
できていることから本事業の成果を得られたものと評価した。
　　運行回数：2,780回（R1年5月～R2年3月）
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
　１）町ホームページ及び広報誌「くめじま」（町内全世帯へ配布）へ掲
載。
　２）車両へ「特定防衛施設周辺整備調整交付金」のシールを貼付。
　３）コミュニティラジオ放送局「ＦＭくめじま」より放送での周知。

事　　業　　評　　価　　書

久米島町営路線バス購入

久米島町長

久米島町字謝名堂地内（町営バス営業所）

　本町の路線バスは、町民の生活に欠かせない交通施設であり、また、
観光客の移動手段として重要な役割を果たしている。
　しかし、整備後14年が経過しているため、経年劣化による不具合が多
数発生している。また、バリアフリー非対応により高齢者が障害者の利
用を制限せざるを得ない状況も見受けられ、安全面や利便性に支障を来
している。
　このことから、本事業により当該車両を更新することで、利用者の安
全と利便性を確保し、交通環境の維持を図る。

【参考指標】
年間不具合回数　：0回

物品購入：路線バス　1台

平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 14,040,000 14,040,000

交付金額 14,040,000 14,040,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

本町では、現在2台の塵芥車でゴミ収集・運搬業務を行っているが、老
朽化による車両の不具合かが多数発生しており、業務に支障をきたして
いる状況である。

　このことから、本事業により当該車両を更新することで安定したゴミ
収集・運搬業務を行い、生活環境の維持を図る。

【参考指標】
・年間不具合件数：０回　（過去3年：12回）　1号車6回　2号車6回）

事　　業　　評　　価　　書

塵芥車購入

久米島町長

久米島町阿嘉地内（久米島ニュークリーンセンター）

塵芥車　２台

平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価】
　車両購入後1年間の故障回数について確認した結果、不具合箇所はな
く、より安定したゴミ収集ができる環境を維持することができたことか
ら、本事業の成果を得られたものと評価する。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
　１）ＦＭくめじまからの住民へ放送
　２）町ホームページ及び広報誌「くめじま」に掲載
　３）車両へのシールの貼り付けによる周知

収集業務終了後及び定期整備を密に行い、より維持管理に心懸け
車両の安全運行及び安定したゴミ収集業務を実施する。

該当なし



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,286,050 3,286,050

交付金額 2,729,000 2,729,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

保育を必要とする子どもの健全な心身の発達を図ることを目的と
した保育活動を実施。安定的な保育所運営を行い、利用児童の健
全育成・養護の行き届いた保育環境の維持を図る。

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、各保育士が子どもの健やかな成長のため
事業を実施することができ、安定的な保育環境を維持することができた。
事業実施期間中の保育活動日数は延べ169日となっており、安定的な保育
運営を行えたものと評価する。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
　１）町ホームページへ掲載
　２）町広報誌へ掲載

事　　業　　評　　価　　書

公立保育所運営事業

久米島町長

久米島町字比嘉地内（久米島町立中央保育所）

　本町公立保育所は、保育を必要とする子どもの健全な心身の発達を図
ることを目的とした保育活動を実施している。

　本事業によって今後も安定的な保育所運営を行うことで、利用児童の
健全育成・養護の行き届いた保育環境の維持を図る。

保育士の給与　３名

平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,888,000 3,888,000

交付金額 3,000,000 3,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

・今後、定期的に点検及び整備を行い、送迎車輌を適正な状態に
維持することに努め、安心・安全な運用を行っていく。

無

【補助事業の成果及び評価】
年間の送迎回数　20回
　　利用者人数　174人
施設開園が遅れたことにより送迎回数や利用者人数が少ないが、送迎ルー
トの試走や児童受入にかかる作業において本車両を活用することで、開園
後の児童の安心・安全な送迎に寄与していることから、成果目標を達成で
きたと考える。

【地域住民への周知の状況】
　・ホームページへの掲載（済）
　・広報誌へ掲載（済）
　・購入車両への記載（済）

事　　業　　評　　価　　書

放課後児童クラブ送迎バス購入

久米島町長

久米島町字銭田地内

　本町においては、放課後児童健全育成事業として平成31年度より放課
後児童クラブの運営を予定しており、町内の６小学校から児童を受け入
れる予定だが、小学校が島内に点在しており徒歩での通園が困難な状況
である。
　このことから本事業において車両を購入することにより、通園する児
童の安全・安心を確保し、健全育成を図る。

送迎用バス　1台

平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額


